
 

 

 

 

幼稚園名 日本大学幼稚園 園長名 鈴木 由美子 

住所 東京都杉並区天沼１－３１－１４ 創立９３年 

電話番号 ０３－３３９２－８１１８ FAX 番号 ０３－３３９２－８１１９ 

ＵＲＬ https://www.nihon-u.ac.jp/youchien/ 最寄り駅 荻窪駅または阿佐ヶ谷駅 

2021 年度年少クラス募集人数（実績）   ５７名 定員数  ２１０名 

各学年のクラス数 年長 ２ クラス 年中 ２ クラス 年少 ２ クラス 

送迎バス 

☐あり 

なし 

駐車場 

☐あり 

なし 

指定制服 

あり 

☐一部あり 

□なし 

指定カバン 

あり 

☐なし 

プレ（2 歳児/満 3 歳児クラス または定期的に参加するもの） 

☐あり   なし 

昼食（1 週間あたりの回数） 

弁当    回 

給食（ 自園調理  ☐配食 ） 

預かり保育 通常時/長期休暇中 

あり   ☐なし 

補助活動（幼稚園内で実施する習い事）  

 あり   ☐なし 

卒園後に進学する主な小学校 

天沼小学校・桃井第二小学校他近隣公立小学校 

 

 

https://www.nihon-u.ac.jp/youchien/


■質問事項 

 幼稚園の考え方を知るための質問  

〇質問 1：園の教育方針や園児と接する時に大切にしていることを教えてください。 

回答 1：自主的・創造的気概に満ちた感性豊かな人間の基礎を育む。 

子どものありのままの姿を受け止め、ひとり一人と丁寧に向き合い、子どもが踏み出す一歩を共に喜び、 

保育者との信頼関係を育んでいます。 

 幼稚園の活動を知るための質問  

質問 2：日々の活動内容について教えてください。 

部屋の遊びと外の遊び・絵本の読み聞かせ・紙芝居・給食・運動・造形・リズム遊び・英語等 

〇質問 2-1：自由活動では園児たちはどのようなことをしていますか。他学年との交流はありますか。 

回答 2-1：積み木・ままごと・生き物との関わり・絵本・ゲームや操作的な遊び等各コーナーで自主的に 

     遊ぶ。異年齢交流あり。 

〇質問 2-2：一斉活動で外部講師の指導するものがあれば教えてください。  

回答 2-2：運動・英語（年長児） 

〇質問 2-3：日々の活動の中で、コロナ禍で影響があったものがあれば教えてください。 

回答 2-3：絵本の読み聞かせや集まり・給食・同学年や異年齢交流等 

〇質問 3：主に年長児だと思いますが、小学校入学に向けた準備として行うことはありますか。 

    （ひらがな、数字、時計など）  

回答 3：特になし 

質問 4：行事について教えてください。 

〇質問 4-1：主な年間行事を教えてください。 

回答 4-1：遠足・プール保育・運動会・製作展・劇の会・参観週間・コンサート・人形劇等 

〇質問 4-2：2020年度はコロナ禍で行事の中止や変更が多かったと思います。主な年間行事の中で、 

平常時に戻るまで中止したり内容を変更する予定のものはありますか。 

回答 4-2：入園式・卒園式・遠足・プール・運動会・製作展・参観週間・コンサート・人形劇等 



 幼稚園と家庭とのかかわりを知るための質問  

〇質問 5-1：保護者会や委員会活動など、行事以外で保護者が幼稚園に足を運ぶ機会はどのくらいありま 

すか。 

回答 5-1：個人面談。その他ほとんどありません。（徒歩通園なので、毎日保護者と話ができます） 

〇質問 5-2：行事以外の普段の日の保育参観は可能ですか。（ある場合は頻度も） 

回答 5-2：不可能 

〇質問 5-3：父母会やクラブ活動など、保護者同士の交流を深めるために行っていることがあれば教えて 

ください。 

回答 5-3：特になし 

〇質問 5-4：上記活動の中で、コロナ禍で影響があったものがあれば教えてください。 

回答 5-4： 

 

■考査に向けて心配な保護者へ差し支えない範囲で教えてください 

〇質問 6：幼稚園説明会、未就園児向けの催しなど、入園を検討している保護者と子どもが参加できる 

行事はありますか？（あれば内容も） 

回答 6：母と子の幼稚園体験（母と子の保育室の遊具での遊び・保育者による絵本の読み聞かせ等） 

見学会（母子で保育室の遊具で遊んだり保護者からの質問を受けた後、園内を案内する） 

〇質問 7：定員を越えた場合の選考方法を教えてください。 

回答 7：例年定員内に収まっています。 

■最後に 

〇質問 8：入園前後の子どもへの接し方について、保護者の方へアドバイスをお願いします。 

回答 8：幼稚園入園に関して親子で気負わず、その子のペースで自立できるようにゆったりとした気持ち

で丁寧に関わってあげてほしいです。手を掛けすぎず、自分でできるまで待ってあげることも大切です。 

 


